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	インターネットのセキュリティを確保する上で公開鍵暗号は欠かせない技術です。
	既存の公開鍵暗号の安全性は巨大整数の素因数分解問題や離散群における離散対数問題のような数学的な問題の難しさに依拠しているのですが、量子計算機という新しいアーキテクチャに基づく計算機を用いるとこれら問題は容易に解けてしまい、インターネットの安全性が維持できなくなることが指摘されています。
	本セミナーでは量子計算機の近年の開発動向や量子計算の原理(線形代数！)を紹介するとともに、暗号の解読方法や量子計算機でも解読できない公開鍵暗号の試みにも触れます。
	なお、本セミナーでは弊社の研究内容や2026年の夏季インターンについても紹介予定です。
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